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1．調査の目的 

平成 28 年 10 月 21 日に鳥取県中部で発生した比較的大きな地震の作用を受けた多数アンカー式補強土

壁を対象に，それらの変状や損傷の程度を目視で確認し，特に盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある

損傷の有無を判定するため，調査を実施した。なお，地震の直前と直後での補強土壁の比較を行わない

限り，本質的には当該変状が地震の作用によるものか否かの判別は容易ではない。したがって，ここで

は多数アンカー式補強土壁の異常の見逃しを避けるため，地震の作用に起因しないと考えられる変状や

損傷を含めて記録している。 

 

2．調査方法 

(1) 調査の対象とする多数アンカー式補強土壁の選定 

多数アンカー式補強土壁のこれまでの実績から，震度 5 弱以下の地震による作用によって補強土壁の性

能が著しく低下する事例は確認されていない。したがって今回の調査では，設置位置がある程度判明し

ている鳥取県内の多数アンカー式補強土壁のうち，震度 6 弱の地震の作用を受けた市町村（倉吉市，湯

梨浜町，北栄町）にある多数アンカー式補強土壁 7 件を調査の対象とした。今回の地震の震度分布図を

図 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 推計震度分布図（2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分 鳥取県 Ｍ6.6，気象庁 HP） 
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(2) 調査の実施 

調査は現地にて多数アンカー式補強土壁の外観を対象とした。調査では，「補強土壁の維持管理手法の

開発に関する共同研究」（平成 26～27 年度，土木研究所ほか，以下「共同研究」という）で作成した参

考資料 1 に示す補強土壁の点検台帳を用い，今般の地震に起因しないと考えられるものを含め，多数ア

ンカー式補強土壁およびその周辺の各部位の異常の有無を記録した。 

また同時に，参考資料 2 に示す「多数アンカー式補強土壁設計・施工マニュアル 第 4 版」（平成 26

年）の「技術資料 10 被災度判定マニュアル（案）」に記載されている被災度応急判定表を用いて，構造

物の安定性の評価を行った。 

 

(3) データの整理 

大地震等の被災を受けた補強土壁の応急復旧の必要性を判定するため，「多数アンカー式補強土壁設

計・施工マニュアル 第 4 版」（平成 26 年）の「技術資料 10 被災度判定マニュアル（案）」には被災

による損傷ランクが示されており，これまでに発生した大地震後の調査ではこの損傷ランクが活用され

てきた。この損傷ランクは各補強土壁の損傷の程度を把握できる一方で，例えば基礎の洗掘などの地震

の作用に起因しないと考えられる異常がカウントされないといった課題を有している。 

そのため，ここでは各調査結果をもとに先の「共同研究」で示された「補強土壁の盛土材のこぼれ出し

に至る可能性のある損傷」の有無を確認し台帳に記録した。一般に補強土壁は盛土材のこぼれ出しが生

じなければ他の土工構造物と同様，緩やかに変形が進行すると考えられ，盛土材のこぼれ出しにいたる

損傷を見つけて早期に対応することを基本とした維持管理を実施することが合理的であると考えられる。

なお，「補強土壁の盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある損傷」とは，損傷(1)：「補強材の破断（→壁

面材の脱落）」，損傷(2)：「壁面材の開口・貫通」，損傷(3)：「壁面材間の目地の開き」，損傷(4)：「基礎の

洗掘」，損傷(5)：「隣接構造物との目地の開き」の 5 つの損傷である。 

また参考として，従来の調査で用いている損傷ランクでの分類を実施した。 

 

3．調査結果 

3.1 調査を実施した多数アンカー式補強土壁の位置 

調査を実施した全 7件の多数アンカー式補強土壁の一覧を表 1に，それらの位置を図 2にそれぞれ示す。 

 

表 1 調査を実施した多数アンカーの一覧 

調査番号 施工年月日 路線 壁面積 最高壁高 市町村 

1 2016 年 1 月 国道 9 号 697.3(㎡) 7.0(m) 湯梨浜町 

2 2016 年 8 月 国道 9 号 239.2(㎡) 7.0(m) 湯梨浜町 

3 2002 年 10 月 国道 9 号 40.6(㎡) 5.5(m) 湯梨浜町 

4 2006 年 4 月 国道 313 号 65.5(㎡) 6.0(m) 北栄町 

5 2002 年 4 月 一般農道 389.1(㎡) 10.0(m) 北栄町 

6 2004 年 10 月 一般農道 187.0(㎡) 6.5(m) 北栄町 

7 2004 年 2 月 一般農道 79.0(㎡) 5.5(m) 北栄町 
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図 2 調査を実施した多数アンカー式補強土壁の位置 

 

3.2 補強土壁の盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある損傷の判定 

調査台帳に記入された多数アンカー式補強土壁の各チェック項目のうち，「補強土壁の盛土材のこぼれ

出しに至る可能性のある損傷」に該当する項目と該当件数を表 2 に示す。合計件数は 0 件であった。 

 

表 2 「盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある損傷」に該当する項目と件数 

盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある損傷 該当する項目 件数 

損傷(1) 補強材の破断（→壁面材の脱落） 「壁面材」の「脱落」 0 

損傷(2) 壁面材の開口・貫通 （なし） 0 

損傷(3) 壁面材間の目地の開き 「壁面材」の「目地開き・ずれ」 0 

損傷(4) 基礎の洗掘 「基礎」の「洗掘」 0 

損傷(5) 隣接構造物との目地の開き 「隣接構造物境界」の「開き」 0 

   0 

*損傷(2)：壁面材の開口・貫通は鋼製壁面材を想定した損傷形態であるため，ここでは該当する項目を無しとした。 

 

記入済みの調査台帳を参考資料 3 に示す。 

 

3.3 各損傷ランクの件数 

調査した多数アンカー式補強土壁の各損傷ランクの件数を表 3 に示す。調査対象としたすべての多

数アンカー式補強土壁は損傷ランクⅠであった。なお損傷ランクⅠは，補強土壁の応急時の使用条件

Google Map 

No.7 

No.1 

No.2 
No.3 

No.4 
No.5 

No.6 
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が「無条件あるいは経過観測により使用可」と判定されるランクである。 

 

表 3 各損傷ランクの件数 

損傷 

ランク 
補強土壁の状態 件数 

Ⅵ 完全に崩壊または大変形し，構造物としての機能を有していない 0 

Ⅴ 比較的大きな変形・損傷をしたが，構造物としての機能は当面維持可能 0 

Ⅳ 部分的に変形・損傷し安定性は損なわれたが，構造物としての機能は当面可能 0 

Ⅲ 全体が変形したが，構造物の安定性に大きく影響しない 0 

Ⅱ 部分的に変形・損傷したが，構造物の安定性に大きく影響しない 0 

Ⅰ 変形・損傷なし 7 

合計 7 

 

4．考察 

・ 調査を行った多数アンカー式補強土壁 7 件は盛土材のこぼれ出しの恐れがなく，健全な状態と言える。 

・ 壁面のはらみ出しや路面の沈下が認められなかったため，圧縮性の著しく高い盛土材料を使用してい

なかったと推測される。 

 

5．結論 

本調査の結論は以下の通り。 

・ 震度 6 弱の被災を受けた市町村にある 7 件の多数アンカー式補強土壁の調査を実施した。 

・ 7 件のうち，盛土材のこぼれ出しに至る可能性のある損傷が有りとされたもの，応急対策が必要と判

定されるものは存在しなかった。 

 

添付資料 

参考資料 1 ：補強土壁の点検台帳 

参考資料 2 ：被災度応急判定表 

参考資料 3 ：記入済み調査台帳 

 



 
 

参考資料 1 詳細調査の記録台帳（案） 
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確

認

傾
斜

そ
の

他

補
修

痕

コ
ン

ク
リ

ー
ト

吹
付

け

壁
前

面
～

路
肩

(
水

平
距

離
)

上
部

法
面

保
護

(含
切

土
)

上
載

盛
土

基
礎

形
式

基
礎

天
端

～
路

肩
(鉛

直
距

離
)

調
査

日
：
 

 
 
 
年

 
 

月
  

  
日

（
 

調
査

者
：

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  
）

 
補

 強
 土

 壁
 点

 検
 台

 帳
 



 
 

参考資料 2 被災度応急判定表 

 

 

 

 
被

災
台

帳
関

連
項

目
8
,9

,1
1
,1

2
評

価
1
0
,1

評
価

5
評

価
評

価
6

評
価

1
3
,1

4
,1

5
,1

6
評

価

赤
Ⅵ

使
用

不
可

・
立

ち
入

り
禁

止
壁

面
材

が
脱

落
も

し
く
は

破
壊

に
よ

る
鉄

筋
露

出
広

範
囲

で
盛

土
崩

壊
伴

う

壁
背

面
に

空
洞

を
生

じ
る

土
砂

が
大

量
（
１

個
所

当
た

り

1
.0

m
3
以

上
）
に

流
出

壁
高

の
2
0
%
以

上
転

倒
・
滑

動
に

よ
る

破
壊

Ⅴ
壁

面
材

が
脱

落
も

し
く
は

破
壊

に
よ

る
鉄

筋
露

出
広

範
囲

壁
前

面
へ

の
土

砂
流

出
が

1

箇
所

当
た

り
1
.0

m
3
未

満
,か

つ
そ

の
範

囲
が

広
範

囲
－

－

Ⅳ
壁

面
材

が
脱

落
も

し
く
は

破
壊

に
よ

る
鉄

筋
露

出
部

分
的

壁
前

面
へ

の
土

砂
流

出
が

1

箇
所

当
た

り
1
.0

m
3
未

満
,か

つ
そ

の
範

囲
が

部
分

的
－

－

Ⅲ
経

過
観

測
に

よ
り

使
用

可
角

欠
け

・
ク

ラ
ッ

ク
等

広
範

囲
土

砂
流

出
は

無
い

が
、

施
工

許
容

値
以

上
の

目
地

開
き

が
壁

面
全

体
に

わ
た

る
－

あ
り

広
範

囲
に

大
き

く
は

ら
む

（
平

坦
性

が
確

保
さ

れ
な

い
）

－

Ⅱ
角

欠
け

・
ク

ラ
ッ

ク
等

部
分

的
土

砂
流

出
は

無
い

が
、

施
工

許
容

値
以

上
の

目
地

開
き

が
部

分
的

に
生

じ
る

－
あ

り
部

分
的

に
大

き
く
は

ら
む

（
平

坦
性

が
確

保
）

－

Ⅰ
な

し
な

し
土

砂
流

出
が

無
く
、

目
地

開
き

が
施

工
許

容
値

以
下

（
ず

れ
±

1
0
㎜

）
で

あ
る

壁
高

の
3
％

も
し

く
は

3
0
ｃ
ｍ

以
内

あ
り

多
少

の
は

ら
み

出
し

θ
≦

3
°

な
し

【
損

傷
ラ

ン
ク

に
つ

い
て

】

Ⅵ
：
完

全
に

崩
壊

ま
た

は
大

変
形

し
，

構
造

物
と

し
て

の
機

能
を

有
し

て
い

な
い

。

Ⅴ
：
比

較
的

に
大

き
な

変
形

・
損

傷
を

し
た

が
，

構
造

物
と

し
て

の
機

能
は

当
面

維
持

可
能

。

Ⅳ
：
部

分
的

に
変

形
・
損

傷
し

安
定

性
は

損
な

わ
れ

た
が

，
構

造
物

と
し

て
の

機
能

は
当

面
可

能

Ⅲ
：
全

体
が

変
形

し
た

が
，

構
造

物
の

安
定

性
に

大
き

く
影

響
し

な
い

。

Ⅱ
：
部

分
的

に
変

形
・
損

傷
し

た
が

，
構

造
物

の
安

定
性

に
大

き
く
影

響
し

な
い

。

Ⅰ
：
変

形
・
損

傷
な

し
。

【
使

用
条

件
に

つ
い

て
】

　
・
使

用
条

件
は

，
飽

く
ま

で
も

応
急

判
定

時
に

お
け

る
も

の
で

，
恒

久
判

定
で

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

注
１

）
本

判
定

表
は

，
被

災
直

後
の

応
急

判
定

用
の

も
の

で
あ

り
，

恒
久

的
な

判
定

を
想

定
し

た
も

の
で

は
な

い
。

注
２

）
本

判
定

表
は

，
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
壁

の
み

を
対

象
と

し
た

も
の

で
あ

り
，

そ
の

周
辺

，
上

部
の

施
設

（
道

路
等

）
に

つ
い

て
は

，
本

表
の

評
価

を
加

味
し

た
上

で
，

総
合

的
に

評
価

す
る

こ
と

。

　
・
恒

久
判

定
は

，
そ

の
後

の
観

測
・
調

査
等

の
結

果
や

重
要

度
，

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

等
を

　
　

加
味

し
た

上
で

決
定

す
る

こ
と

。

危 険 度 黄

損 傷 ラ ン ク

－

壁
面

の
折

れ
角

[θ
]

【
上

下
の

隣
接

す
る

壁
面

材
の

表
面

に
お

け
る

角
度

】

壁
面

材
の

目
地

開
き

，
段

差
及

び
土

砂
の

流
出

【
隣

接
す

る
壁

面
材

間
の

鉛
直

お
よ

び
水

平
目

地
の

開
き

・
ず

れ
】

壁
高

の
2
0
%
以

上

総
合

評
価

経
過

観
察

の
必

要
性

の
有

無
等

青

段
差

目
違

い
，

ク
ラ

ッ
ク

等
の

発
生

※
今

後
の

擁
壁

基
準

参
考

－

無
条

件
あ

る
い

は
経

過
観

測
に

よ
り

使
用

可

周
辺

構
造

物
等

の
状

況
,他

基
礎

フ
ー

チ
ン

グ
の

変
位

6

使
用

条
件

【
応

急
時

】

応
急

対
策

，
観

測
，

使
用

制
限

等
の

単
独

又
は

併
用

に
よ

り
使

用
可

壁
面

材

【
壁

面
部

材
自

体
の

損
傷

】

壁
面

の
鉛

直
度

【
壁

下
端

と
上

端
を

結
ん

だ
線

の
鉛

直
度

】

は
ら

み
出

し

【
壁

下
端

と
上

端
を

結
ん

だ
線

に
対

し
壁

面
が

撓
ん

だ
状

態
】

壁
面

の
折

れ
が

あ
り

、
壁

裏
の

接
続

部
の

損
傷

が
あ

る



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　11月 1 日　9：00（　調査者：　中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

■ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 ■ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 697.3 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.49645277

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）1その他（ 　　　　　　 ）

133.8682417 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2016

RC

国道9号長瀬地区改良第2工事 施 主 国土交通省

非　常　種　別1

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡湯梨浜町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 7117

m

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

7

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

参考資料3



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月    1日9:27（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 847 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.49532777

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）7･8その他（ 　　　　　　 ）

133.8640889 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2016

RC

国道9号長瀬地区改良第2工事 施 主 国土交通省

非　常　種　別2

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡湯梨浜町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 7232, 7275

m

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

7

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

参考資料3



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月    1日9:55（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 ■ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

■ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 □ 無 ■

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

5.5

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡湯梨浜町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 2867

m

施 主 国土交通省

非　常　種　別3

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.49615833

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）10その他（ 　　　　　　 ）

133.869475 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2002

RC

青谷羽合道路羽合IC改良工事

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 40.6 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

植生異常

隣接構造物境界の状況

全景

参考資料3



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月   1 日14:25（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 ■ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

■ 有 □ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 65.5 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.46720833

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）4その他（ 　　　　　　 ）

133.8078 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2006

RC

国道313号（北条倉吉道路）改良工事（1工区） 施 主 鳥取県　倉吉地方県土整備局

非　常　種　別4

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地  鳥取県東伯郡北栄町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 4162

m

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

6

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

植生異常

隣接構造物境界の状況

参考資料3



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月    1日15:15（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ □ □ □

■ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

■ 有 □ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

■ 有 □ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

10

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡北栄町西高尾

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 2638

m

施 主 鳥取県　倉吉地方農林振興局

非　常　種　別5

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.44207499

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）4その他（ 　　　　　　 ）

133.6976167 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2002

RC

県営西高尾地区ふるさと農道工事

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 389 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

植生異常

笠コン傾斜
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補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月    2日14:40（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

■ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 ■ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

■ 有 □ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

6.5

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡北栄町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 3625, 3627

m

施 主 鳥取県　中部総合事務所 農林局

非　常　種　別6

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.42875555

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）10その他（ 　　　　　　 ）

133.6954194 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2004

RC

県営東高尾第2二期地区一般農道（8工区）工事

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 187 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

植生異常

参考資料3



補 強 土 壁 点 検 台 帳 調査日：　　　　2016年　　11月    2日15:00（　調査者：中村･林）

□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ■ 非常時 □ その他

■ □ □ □ □

N E

□ □ ■ □ 年 月

■ □ □ ■ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

■ □ □ □ □

■ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

■ 有 □ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □ □ 有 ■ 無 □

□ 有 ■ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

判定

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

異常の有無

なし ・ あり

未確認

未確認

未確認

異常の有無

最 高 壁 高

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　km　）（平成28年鳥取中部地震　　　　　　　　　　　　　　　地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量 mm

km

mm

盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

5.5

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護(含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基礎天端～路肩(鉛直距離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

詰まり

損傷・クラック

そ の 他

施設（路線）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 鳥取県東伯郡北栄町

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 3372

m

施 主 鳥取県　中部総合事務所

非　常　種　別7

アンカー 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

点　検　概　要

総 降 水 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

35.42778888

震 央 か ら の 距 離 震 度 階 級

地 震
（ 津 波 ）2その他（ 　　　　　　 ）

133.690675 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2004

RC

県営東高尾第2二期地区一般農道（7工区）工事

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕 未確認

変形(端部調整材)

その他

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

クラック

ずれ

その他

補修痕

クラック

その他

はらみ・折れ

未確認

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

未確認

洗掘

沈下

滑動

補修痕

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常
※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング

高含水比

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

補修痕

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

基
礎

未確認

未確認

すべり

沈下・陥没

未確認

補修痕

未確認

未確認

未確認

延  　長 壁　　面　　積 79 m
2

補修痕

傾斜・転倒

補修痕

洗掘

その他

補修痕

壁
面

壁
面
材

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

洗掘

その他

未確認

未確認

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土
(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

植生異常
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